「７０．ネットゲームにのめり込むと」
１．指導対象

　　小学校・中学校
２．教科・科目

　　道徳，学級活動，総合的な学習の時間，保健体育
３．指導意図

　持ち運びが可能な自分専用の端末として利用の場と時を広げるスマホや携帯型ゲーム機の普及により、いつでもどこでもゲームができるようになった。子どもたちは、自分の家だけでなく、公共交通機関の中などのちょっとした隙間の時間を見つけては夢中になってゲームに興じている光景が広がっている。このため、知らず知らずのうちにネットゲームで消費する時間が増え、やがて過度な使用を続けることよってネット依存に陥り、生活そのものが崩壊してしまう例も見られるようになってきた。ここでは知らず知らずのうちに子どもたちを虜にしてしまうネットゲームの仕組みを知ると共に、ネット依存の危険に気づき、家族でルールを話し合ってゲームの時間を自分でコントロールすることの大切さを理解させたい。
４．指導目標

　①　ネットゲームをやり過ぎると、やがて生活のリズムが乱れ、生活そのものが崩壊するネット依存に陥ることを知り、その危険性について理解する。
　②　ネット依存に陥らないようにするために、使用時間を決めたり、フィルタリングを設定したりするなど家族で話し合ってルールを定めることの大切さを理解する。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ワークシートを用いて、１週間でどれだけゲームをしたかを集計し、その結果を学級で表やグラフにまとめる。

	○自分がどれだけの時間ゲームをしているのかを知り、長時間ゲームをしている児童に自覚を促す。

	（2） 展開

○事例を視聴し、ゲムオ君がなぜネット依存に陥ってしまったかを以下の観点から話し合い、ワークシートにまとめる。
・ゲムオ君の性格や生活の様子
・ネットゲームの仕組み

・家族との関係やルールの有無

○ゲームをやめられなくなった時はどうすればいいか話し合い、ワークシートにまとめる。
	○ゲムオ君が次第にネットゲームにはまっていく様子を時系列にまとめる。
・ゲムオ君の日頃の生活が充実しているかどうか。

・やればやるほど止められなくなるゲームの仕組みやネットの仲間の存在。
・時間制限が設定可能なフィルタリング
○家族で話し合ってルールを決める
○取り上げるのではなく家族で協力し合ってゲーム以外の楽しみを探す
○専門機関に相談する

	（3） まとめ

○ネット依存は誰もが陥る危険があることや、日頃から時間を守ることの大切さを理解する。
	○ネットゲームは最初は誰でも簡単に始められるが、次第に止められなくなるように作られている。
○家族や友だちとの実体験での交流を通して、ゲーム以外にも楽しいことがある事に気づく。


６．ネット依存に陥らないための予防的方策と、ネット依存に陥った際の対処法

ネット依存に陥らないためには、まずスマホや携帯ゲーム機を与える前に家族でルールを話し合うことが大切です。その際、守れなかった時の罰則なども決めて、居間などの目立つ場所に貼り出します。またフィルタリングも設定します。最近のフィルタリングは、保護者がゲームの閲覧頻度をチェックしたり、使用時間を制限したり、アプリをインストールする場合に保護者に承諾を求める機能が無料で設定できるものもあります。
ネットゲームをやり過ぎて生活のリズムが崩壊してしまったら、スマホや携帯ゲーム機を取り上げるのではなく、まず現状を知ることから始めます。チェックリストを用いて依存傾向の度合いを調べたり、どれぐらいゲームに時間を浪費しているかも調べたりします。家族で話し合って、将来の目標ややりがいを考え、ゲームの時間を少しずつ少なくできるように励まします。家族や友だちの支援を通して、ゲーム以外にも充実した時間を過ごせることやゲームで得られない楽しいことが実体験ではあることを理解させます。また、ネット依存の傾向が強い場合は、専門的な施設や医療機関に相談することも大切です。
７．指導資料
●ファミリーリンク（google）
https://families.google.com/intl/ja_ALL/familylink/#
●ネット依存 チェック（大石クリニック）
http://www.ohishi-clinic.or.jp/net_check.html
●久里浜医療センター
http://www.kurihama-med.jp/index.html
